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「
Ｈ
暮
れ
て
道
遠
し
」
と

い
う
言
葉
が

あ
る
．
□
は
暮
れ
た
の
に
、
目
的
地
ま
で

は
ま
だ
遠
く
、

い
つ
油
一り
若
け
る
か
分
か

ら
な

い
と

い
う
意
味

で
あ
り
、
老
怖

に

な

っ
た
の
に
、
な
お
、
人
生
の
所
期
の
日

的
が
達
せ
ら
れ
な

い
、
と
の
た
と
え
に
も

使
わ
れ
る

『史
記
』
に
、
ゴ
画
口
暮
塗
遠
」

と
あ
り
、
『徒
然
■
』
に
も
、
ゴ

生
は
雑

事
の
小
節
に
さ

へ
（妨
げ
）

ら
れ
て
、
空
し
く
暮
れ
な

ん
「
門
幕
、
４
遠
し
」
と

記
さ
れ
て
い
る
中ど
う
も
、

人

は
昔

か
ら
、
晩
年

に

な

っ
て
も
人
生
の
日
標
が

進
成
で
き
な

い
こ
と
を
嘆

い
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
、

「お
火
叩
と

い

つヽ
占
い
で
は
、

（畦

数
多
く

の
偉
大
な

仕
事

の
た
め
に
生
ま
れ
た

人
間

に
は
、

（動
物
よ
り

も
―
引
用
者
）
遥
か
に
短

い
期
間
し
か
存
続

し
な

い
」
と
苦
情
を
言

っ
て
い

る
３
こ
れ
に
対
し
、
「生
き
る
こ
と
を
止

め
る
上
壇
場
に
な

っ
て
、
生
き
る
こ
と
を

始
め
る
の
は
、
時
す
で
に
遅
し
、
で
は
な

い
か
」
と
、
鋭

い
警
句
を
吐

い
て
い
る
人

物
が
い
る
。
古
代

ロ
ー
マ
の
哲
学
者
で
あ

り
、
政
治
家
で
あ

っ
た
セ
ネ
カ

↑じ

で

あ
る
，
彼
は
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
短

い
時
間
を
も

っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
実
は
そ

の
多
く
を
浪
費

し

て
い
る
の
で
あ
る
。
人
生
は
十
分

に
長

く
、
そ

の
全
体

が
有
効

に

費

さ
れ
る
な

ら
ば
、
も

っ
と
も
偉
大
な

こ
と
も
完
成

で

き

る
ほ
ど
豊
富

に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
（中

略
）
わ
れ
わ
れ
は
短

い
人
生
を
受

け

て
い

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
短
く
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
人
生

に
不
足
し

て

い
る
の
で
は
な
く
乱
費

し
て
い
る

の
で
あ
る
」
名
人
生
の
短
さ
に
つ
い
て
」

岩
波
文
序
）

若

い
頃
か
ら
努
力
を
せ
ず

に
、
晩

年

に
な

っ
て
業
績
が
達
成

で
き
な

い

こ
と
を
嘆

い
て
も
、
も
う
遅
す
ぎ
る

よ
、
と

い
う
指
摘
は
も

っ
と
も

で
あ

る
。
し
か
し
、
若

い
う
ち
か
ら
精

一

杯
頑
張

っ
て
き
た
人

で
も
、
や
は
り
、

晩
年

に
な

っ
て
、
未
達
成
感
を
抱
く

人
は
多

い
の
で
は
な

い
か
。

ど
ち
ら
の
言
葉

に
若
か
れ
る
か
は
、

人

に
よ

っ
て
違

い
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
、
「
国
暮
れ
て
道
遠
し
」
は
、

高
齢
期

に
あ
る
多
く

の
人
達

に
と

っ

て
、
自
然
な
感
情

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

↑
じ

セ
ネ
カ

（紀
元
前
四
年
頃
―
紀
元
五
）

ス
ト
ア
派
の
哲
学
者
。
ロ
ー
マ
市
国
元
老
院
議
員
。

阜
帝
ネ
ロ
の
師
。
ネ
ロ
に
対
す
る
反
逆
の
陰
謀

に
荷
視
し
た
嫌
疑
を
掛
け
ら
れ
、
ネ
ロ
の
命
令

に
よ
っ
て
自
殺
を
さ
せ
ら
れ
た
。

（生
方
式
羅
夫
）

日暮 れ て 道 違 し
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パソコンの見積もり
-20周 年記念導入rr

こだま会のパソコンの見積もりをするためにカ

メラのドイにいく。春モデル、秋モデルとパソコ

ンも季節商品扱いだ。消費者としてはこの辺で少

しモデルチェンジを休んで欲しいと思うが、そう

も行かないらしい。メーカー間の販売競争もある

し、技術革新が日進月歩の世界だからしょうがな

いか。 SOTECや DELLコ ンピュータなど安いコ

ンピュータが新聞 PR面 をにぎわしている。パソ

コンになれた向きには使いこなせるが、パソコン

を初めて買う場合は、少々割高でもしっかりした

初心者用のマニアルが付いているメーカー品がお

勧めだ。最新型は割高なので、半年前くらいのモ

デルで安くなり始めたものを探すのが良いと思う。

パソコンはソフトで動いて仕事をするので用途

にあつたソフトを買わなく

てはならない力S、ワープロ

と表言+4専ソフト1よパソコン

本体に組み込んで販売する

例が多くなった。データー

ベースは名簿整理や宛名の

ラベル印刷に便利で、こだ

ま会のように1000名を超え

るときは必要なソフトだ。

こんな物差しでパソコン

の見積もりをしたら右の表

のようになった。

毎月かかる必要経費は電気代のほかに、イン

ターネットの接続業者 (プロバイダー)と 契約を

しないとE― メールが使えない。

インターネットの接続業者 (プロバイダー)間

の競争も激しくて、猛烈な売り込み競争が展開さ

れている。そこで近頃はやりの 「***円 お得で

す」
「3ケ 月は無料です」というキャッチフレー

ズがお客さんを悩ませる。契約後 3ケ 月以内は無

料ですと言われても、毎月の必要経費がいくらな

のかさっぱりわからないから困ってしまう。多様

な割引のオプションをいくつか決めないと月々の

経費が出せないようだ。大雑把にみると、Eメ ー

ルを少々使うだけならlヶ月500円くらいから、24

時間インターネット使い放題の 1ケ月5000円程度

まで幅がある。

注 :パソコン委員会では、(案の1)

(9月26日)。

に決め購入しました

(米山東伊)

パソコン見積書 案の ] 案の 2

パソコン本体 F社 189,800円 N社 1991800円

17インチモニター 本体とセット 本体とセット

プリンタ E社 19,800円 H社 15,800円

パソコンラック 0几) LORS 7,800円 7,800円

いす LORS 4,000円 4,000Fl

ウインドース XP(OS) 本体に組み込み 本体に組み込み

ワープロソフト 本体に組み込み 本体に組み込み

表計算ソフト 本体に組み込み 本体に組み込み

データーベースソフ ト 29,800円 29,800円

合 計 251,200Fl 257,200円

こ
だ
ま
会
結
成

２０
周
年
記
念
行
事

実
行
委
員
会
始
ま
る

八
月

一
九
日
に
開
か
れ
た
、
第
２
回

幹
事
会
で
記
念
行
事
の
と
り
く
み
に
つ

い
て
大
要
次
の
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

①
実
行
委
員
会
は
、
幹
事
全
員
の
参
加

と
し
、
幹
事
以
外
の
方
に
も
大
い
に

協
力
を
求
め
る
。
委
員
長
は
川
井
。

②
実
行
委
員
会
の
も
と
に
記
念
行
事
企

画
と
記
念
誌
発
行
の
検
討
に
つ
い
て
、

二
つ
の
部
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ

れ
ぞ
れ
幹
事
が
分
担
す
る
。

③
総
会
で
提
案
の
あ

っ
た
パ
ソ
コ
ン
導

入
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
委
］員
会

を
設
置
し
購
入
と
利
用
検
討
を
開
始

し
た
。
２０
周
年
記
念
と
位
置
付
け
て

九
月
二
日
、
第
１
回
委
員
会
を
開
き

具
体
的
に
導
入
準
備
に
入

っ
て
い
る
。

記
念
行
事
企
画
委
員
会
、
記
念
誌
発

行
委
員
会
も
そ
れ
ぞ
れ
取
り
く
み
を
始

め
て
い
ま
す
。

記
念
行
事
は
、
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
や
旅

行
、
趣
味
の
会
活
動
が
話
題
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
自
由
な
提

案
や
、
参
加
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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平
成

・
奥
の
細
道
ウ
ォ
ー
ク
等
に
挑
戦

北

村

紀

男

平
成

十
二
年
二
月
に
県
庁
を
退
職
し
て

以
来
、
仕
事
と
保
護
司
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
合
間
を
縫

っ
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

と
社
交
ダ
ン
ス
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
県
内
外
の
大
会
に
参

加
し
、
い
ろ
い
ろ
の
町
を
歩

い
て
お
り
ま

す
。
特

に
平

成

一
三
年

に
は

仙

日
本

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
と
各
県
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
協
会

が
主
催

し
た
甲
州
夢
街

道

ウ
オ
ー
ク
に
参
加
し
、
新
宿
の
都
庁
前
か

ら
長
野
県
の
下
諏
訪
神
社
ま
で
の
２５５
愉
を

延
べ

一
二
日
間
で
歩
き
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
二
千
人
ぐ
ら
い
の
人
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
各
地
で
大
歓
迎
を
一受
け
、
県
内
で

は
藤
野
町
の
商
工
会
の
皆
様
に
よ
る
心
温

ま
る
歓
迎
行
事
が
あ
り
、
山
梨
県
で
は
上

野
原
町
の
皆
さ
ん
の
町
を
上
げ
て
の
大
歓

迎
に
は
心
が
打
た
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
終

点
の
下
諏
訪
町
の
皆
様
に
よ
る
下
諏
訪
神

社
秋
宮
で
の
豪
革
な
長
持
ち
行
列
等
の
実

演
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
街
道
ウ
ォ
ー
ク
で
し
た
の
で
、

足
に
た
く
さ
ん
豆
を
作

っ
た
Ｈ
も
、
雨
の

日
も
、
音
い
回
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る
多
く
の
人
と
話
し

な
が
ら
歩
く
こ
と
に
よ
り
完
歩
し
た
六
〇

○
余
人
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

，

そ
の
後
ひ
と
り
で
中
山
道
に
挑
哉
し
ま

し
た
が
、
日
本
橋
を
ス
タ
ー
ト
し
枚
橋
を

過
ぎ
、
荒
川
を
渡
り
、
浦
和

・
大
常

・
熊

谷

，
本
庄
と
埼
玉
県
内
の
各
市
町
を
歩
き
、

群
馬
県
の
高
崎
ま
で
歩

い
た
と
こ
ろ
で
こ

の
先
ひ
と
り
で
碓
氷
峠
を
越
え
る
の
か
と

思
う
と
億
効
に
な
り
、
暫
く
休
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
再
開
し
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
が
、　
一
人
旅
は

一
口
中
国
を

利
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
か
な
―ナ

き

つ
く
思

い
ま
し
た
。
「旅
は
道
連
れ
…
」

と
言

い
ま
す
が
、
そ
の
意
味
を
実
感
す
る

ウ
ォ
ー
ク
で
し
た
。

今
年
の
三
月
頃
の
雑
誌
で

「平
成

・
奥

の
細
道
ウ
オ
ー
ク
」
の
企
画
を
知
り
、
今

年
か
ら

一
一
年
間
で
二
、
五
〇
Ｏ
ｋｍ
を
歩

け
る
か
検
討
し
た
結
果
、
何
と
か
歩
け
る

だ
ろ
う
と
の
結
論
に
達
し
、
参
加
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

三

一
〇
余
年
前
の
元
禄
二
年
、
松
尾
芭

蕉
が
敬
慕
す
る
西
行
法
師
の
没
後
五
〇
〇

年
を
期
し
、
そ
の
跡
を
辿
る
た
め
、
江
戸

深
川
の
芭
蕉
庵
を
出
立
し
た
奥

の
細
道
の

旅
に
青
森
と
秋
田
を
加
え
、
岐
阜
ま
で
の

二
、
五
〇
Ｏ
ｋｍ
を
年
九
日
間

（四
月
、
九

月
、　
一
〇
月
の
各
二
日
）
延
べ
九
九
日
間
、

一
日
平
均
二
五
ｋｍ
を
歩
く
予
定
で
す
。

今
年
は
日
光
街
道
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
四

月
二
六
日
に
江
戸
東
京
博
物
館
を
出
発
し
、

一
〇
月

一
三
日
に
日
光
ま
で
歩
く
予
定
で

す
。
既
に
埼
玉
県
の
春
田
部
ま
で
歩

い
て

お
り
ま
し
て
、
草
加
せ
ん
べ
い
焼
き
を
体

験
し
た
り
、
春
日
部
で
は
特
別
天
然
記
念

物
の

「牛
島
の
藤
」
が
見
頃
で
し
た
の
で
、

訪
ね
て
き
ま
し
た
。

見
事
な
藤
の
本
で
し
た
が
、
個
人
所
有

な
の
で
管
理
が
大
変
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
各
地
の
有
名
な
も
の

を
見
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ウ
オ
ー
ク
に
は
、
五
才
か
ら
八
〇

才
台
の

一
、
二
〇
〇
人
ぐ
ら
い
の
方
が
参

加
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
神
奈
川
県
内
か
ら
の
参
加
者

は

一
六

一
名
の
方
々
で
す
。
来
年
は
奥
州

街
道
シ
リ
ー
ズ
と
毎
年
単
年
度
ご
と
の
目

標
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加
し

や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
社
交
ダ
ン
ス
の
方
は
北
海

道

に
旅
行
す
る
仲
間

の
ひ
と
り

の
方
が

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な

っ
て
く
だ
さ
り
、
今
年

の
夏
に
は
教
室
主
催
の
デ
モ
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
若

い
と

き
職
員
会
館
で
社
交
ダ
ン
ス
を
教
え
て
頂

い
た
県
Ｏ
Ｂ
の
木
下
先
生
が
見
に
来
て
お

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
恥
ず
か
し
い
や
ら
嬉

し
い
や
ら
複
雑
な
思

い
で
し
た
が
、
無
事

に
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
教
室
の
先
生
に
手
取
り
、
足
取
り

教
え
て
頂

い
て
い
る
段
階
で
す
が
、

い
つ

か
大
き
な
パ
ー
テ
ィ
で
さ

っ
そ
う
と
踊
れ

る
こ
と
を
夢
見
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
六
〇
才
か
ら
の
手
習

い
ば
か

り
で
す
が
、
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
頑
張

っ

て
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

友人と石和宿にて

甲州夢街道シリーズ '01.9,22

草加市内をいくウォーカー

日光街道シリーズ '03.426

工
ｒ
，
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楽
し
い
処
味
の
会

趣
味
の
会
は
、
長
生
き
の
散
歩
道

ご

一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
″

こ
だ
ま
会
囲
碁
同
好
会

第
１
回

横
浜
西
回
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地
下
街
を

突
き
当
り
ま
で
歩
き
、
南

一
二
番
出
口
で

外
に
出
る
と
会
場
の
ホ
テ
ル
に
着
く
。
ホ

テ
ル
リ
ッ
チ
の

一
四
階
の
フ
ロ
ア
ー
が
知

る
人
ぞ
知
る
、
囲
碁
サ
ロ
ン

「有
心
」
で

す
。九

月
七
日
個
初
め
て
の
囲
碁
の
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
だ
ま
会
か
ら
三
、
○
○

○
円
の
援
助
を
受
け
て
、
囲
碁
を
趣
味
と

す
る
人
に
は
が
き
を
出
し
、
こ
だ
ま
会
報

に
お
知
ら
せ
の
ビ
ラ
を
折
り
込
ん
だ
り
の

成
果
か
、
集
合
時
間

一
一
時
に
は
世
話
役

の
予
想
を
超
え
て
、　
一
五
名
が
そ
ろ
う
。

参
加
者
の
段
階
位
は
自
己
申
告
で
、
初
段

以
上
が
八
名
、
五
級
以
上
が
七
名
で
し
た
。

奥
様
同
伴
の
車
椅
子
で
の
参
加
者
に
世
話

役
も
感
激
で
す
。

囲
碁
が
飯
よ
り
好
き
な

「有
心
」
の
常

連
の
登
さ
ん
が
、
会
の
運
営
に
つ
い
て
説

明
の
あ
と
、
早
速
段
級
位
の
近

い
人
か
ら

「有
心
」
の
点
数
表
を
使

っ
た

ハ
ン
デ
ー

戦
を
始
め
ま
し
た
。
お
昼
に
な
る
と
、
囲

碁
よ
り
飯
が
好
き
な
人
は
、
弁
当
を
買

っ

て
き
て
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
の
会
食
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

数
局
打

っ
て
程
よ
く
疲
れ
た
人
か
ら
自
由

帰
宅
で
す
。
四
勝
し
た
人
は
石
崎
康
雄
二

段
、
四
勝

一
敗
は
遠
藤
昇
二
段
と
菊
池
秀

雄
初
段
で
し
た
。

毎
月
第

一
日
曜
を
例
会
と
し
第
三
回
は

一
一
月
二
日
側

一
一
時
か
ら

「有
心
」
で

す
。
会
費
は
、
会
場
費
に
連
絡
は
が
き
代

も
ふ
く
め
て
六
〇
〇
円
に
す
る
こ
と
に
世

話
役
で
決
め
ま
し
た
。
こ
だ
ま
会
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
囲
碁

・
将
棋
を
趣
味

と
す
る
人
は
七
四
名
で
し
た
が
、
囲
碁
人

口
は
ど
の
位

い
る
の
で
し
ょ
う
か
〓
こ
れ

か
ら
囲
碁
を
覚
え
た
い
人
が
来
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
と
、
飯
よ
り
囲
碁
が
好

き
な
人
が
語

つ
て
い
ま
し
た
。
　

（米
山
）

手

軽

で

お

い
し

い
中

華

料

理

ｒｒ

今
年
で
１３
回
目
と
な
る
料
理
教
室

（県

職
労
壮
年
部
共
催
）
が
９
月
２０
日
口
、
横

浜
市
婦
人
会
館
で
２２
人
が
参
加
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。
講
師
は
３
年
連
続
で
中
原
保

彦
さ
ん

（前
県
職
労
委
員
長
）
。

今
回
は
、
「手
軽
に
で
き
る
中
事
料
理
」

を
テ
ー
マ
に

〈
マ
ー
ボ
ウ
豆
腐

・
四
川
風
、

２
１
３
人
分
〉
と

〈水
ギ

ョ
ウ
ザ

・
４０
‐

４５
個
分
〉
を
習

い
ま
し
た
。

ま
ず
、

マ
ー
ボ
ウ
豆
腐
は
、
下
準
備
が

大
切
で

（中
華
料
理
は
全

て
）
、
豆
腐

一

丁
を
奏
の
目
に
切
り
、
熱
湯
に
入
れ
茄
で

て
そ
の
ま
ま
冷
や
す
。
生
姜
、
に
ん
に
く
、

長
ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り
に
。
粉
唐
辛
子
、

一

ト
ウ
バ
ン
ジ
ャ
ン
な
ど
を
用
意
す
る
。
中

華
な
べ
を
熱
し
、
サ
ラ
ダ
油
を
加
え
て
、

豚
ひ
き
肉
を
砂
め
る
。
こ
の
時
、
焦
げ

つ

か
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
コ
ツ
。
用
意
し

た
食
材
、
調
味
料
と
合
わ
せ
る
。

次
に
水
ギ

ョ
ー
ザ
は
、
「
あ
ん
」
づ
く
り
。

ボ
ウ
ル
に
豚
ひ
き
肉

４
百
９
、
し
ょ
う
が

汁
大
さ
じ
％
、
砂
糖
大
さ
じ
１
、
塩
、
酒

と
も
に
大
さ
じ
％
、
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス

大
さ
じ
１
を
加
え
、
力
強
く
混
ぜ
る
、
そ

の
後
水
８０
認
を
３
１
４
回
に
分
け
て
加
え
、

ね
ば
る
ま
で
よ
く
こ
ね
る
。
こ
れ
に
刻
ん

だ

ニ
ラ
を
加
え
よ
く
混
ぜ
る
。
こ
れ
を

ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
冷
蔵
庫
で
１
時
間
ね
か

せ
る
．
こ
の
後
、
「あ
ん
」
を
皮
で
包
み
、

沸
騰
し
た
湯
に
入
れ
る
ｃ

ｌ
評
し
い
説
明
キ
は
、
県
職
労
詳
記
局
の
松
尾

さ
ん
に
お
求
め
く
だ
さ
い
．≡―
　
　
　
　
（日
原
）

☆

ス
キ
ー
旅
行

へ
の
お
誘

い

北
海
道
富
良
野
ス
キ
ー
旅
行
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ダ
ス
ト
の
舞
う
滑
り
を
ご

一
緒
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
２００４
年
１
月
１８
日
働
１
２‐
日
側

宿
泊
　
ホ
テ
ル

・
ベ
ル
ヒ
ル
ズ

３
泊
４
日

費
用
　
四
七
、
○
○
○
円

往
復
の
飛
行
機
代

・
バ
ス
代
、
ホ
テ

ル
３
泊
、
朝
食
３
、
夕
食
３
、
ス

キ
ー
保
険
を
含
む
。

申
込
み
は
、
次
の
口
座
に
速
目
に
振
込

ん
で
下
さ
い
。
こ
れ
が
、
参
加
申
込
み
と

な
り
ま
す
。

定
］貝
　
２８
名

（先
着
順
）

口
座
　
郵
便
貯
金
総
合
通
帳
記
号

一
〇

二
六
〇
、
番
号

一
五
三
二
七
二

八

一　

叶
井
進

一

〒
２４５
‐
①
Ｏ

一
六
　
横
浜
市
泉
区
和

泉
町
五
三
〇
四

今
回
の
宿
は
、
ホ
テ
ル

・
ベ
ル
ヒ
ル
ズ

に
な
り
ま
し
た
。
大
浴
場
、
露
天
風
呂
、

シ
ャ
ワ
ー
ト
イ
レ
付
。

夕
食
は

一
日
目
は
宿
で
す
が
、
二
日
目

は
富
良
野
の
有
名
な
お
食
事
処

へ

（バ
ス

送
迎
付
）
３
種
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
。
〓
日

目
は
カ
エ
料
理
か
、
鍋
。
グ
レ
ー
ド
ア
ツ
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プ
に
ご
期
待
を

〃

レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー

ー
０
０
０
円

で
す
。

セ

ッ
ト
は

一
日

（叶
井
）

●
歴
史
教
室

（散
策
）

と
　
き
　
１０
月
２０
日
働
　
１０
時

Ｊ
Ｒ
逗
子
駅
集
合

テ
ー
マ
　
逗
子
披
露
山
か
ら
鎌
倉
ヘ

古
東
海
道

の
道
筋
を
た

ど

つ
て

コ
ー
ス
　
逗
子
駅
―
新
宿
稲
荷
社
―
高

養
寺

（浪
子
不
動
）
―
披
露

山
公
園
―

（古
東
海
道
）
―

庭
園
住
宅
―
大
崎
公
園

（昼

食
）
―
天
照
大
神
宮
―
仏
乗

院
―
須
賀
神
社
―
子
の
神
社

―
小
坪
寺
―
正
覚
寺
―
住
吉

城
跡
―
和
賀
江
島
―
光
明
寺

案
　
内
　
中
村
猪

一
郎
会
員

そ
の
他
　
昼
食
持
参
、
会
費
５００
円

小
雨
決
行

参
加
希
望
の
方
は
、
至
急
事
務
局
ま

で
連
絡
を
願

い
ま
す
。

●
囲
碁
同
好
会

（第
３
回
）

と
　
き
　
１１
月
９
日
０
　
１１
時
―

と
こ
ろ
　
囲
碁
サ
ロ
ン
　
有
心

横
浜
駅
西
ロ
ホ
テ
ル

・
リ
ッ

チ
‐４
階

〈
〓
　
費
　
六
〇
〇
円

申
し
込
み
ょ

こ
だ
ま
会
事
務
局

脅
り
　
　
　
　
佃
０４
１
別
１
３
１
７
９

登
　
豊
吉

　

ＥＬ
４５
‐
％

Ｔ

０

　

８２４

】
１

７

１

５

５

●
第
五
回
文
学

・
歴
史
紀
行

『太
平
記
』
の
舞
台
を
歩
く

王ヽ
な
コ
ー
ス

束
勝
寺
跡

（北
条

一
族
減
亡
の
地
）

―
宝
戒
寺

（北
条
高
時
屋
敦
跡
）
―
東

光
寺
跡

（鎌
倉
宮
）
―
永
福
寺
跡

（足

利
軍
が
宿
坊
を
本
陣
に
利
用
）
―
理
智

光
寺
跡

（大
塔
宮
護
良
の
墓
所
）
―
釈

迦
堂
口
切
通
し

（中
世
の
雰
囲
気
が
よ

く
残
る
切
通
し
）
―
足
利
氏
屋
敷
跡

日
　
時
　
「
月
２‐
日
０

午
前

一
〇
時

場
　
所
　
鎌
倉
駅
東
回
集
合

参
加
費
　
一二
〇
〇
円

（拝
観
料
別
）

そ
の
他
　
弁
当

・
飲
み
物
を
持
参

雨
天
の
場
合
は
中
止

ガ
イ
ド
　
生
方
武
羅
夫
会
員

参
加
申
し
込
み
先
は

▼
生
方
武
羅
夫

電
話
〇
四
五
十
八
二
三
十
二

一
六
六

▼
こ
だ
ま
会
事
務
局

（火
）

電
話
〇
四
五
十
二

一
二
十
三

一
七
九

●
楽
し
い
俳
句
教
室
の
お
誘

い

こ
の
教
室
の
よ
さ
は
山
本

つ
ぼ
み
講

師
の
丁
寧
な
指
導
、
楽
し
く
分
り
や
す

く
、
実
作
中
心
で
す
。
会
費
は
５００
円
の

安
さ
で
す
。
初
心
者
大
歓
迎
″

◆
日
程
一
一
月
二
〇
日

一
二
月

一
八
日
　
　
　
第
二
木
曜

一
月

一
五
日

（
柵
年
）
午
後

一
時

二
月

一
九
日

◆
場
所
　
テ」
だ
ま
会
事
務
局

申
し
込
み
、
問
合
せ
は
、
こ
だ
ま
会

事
務
局

（ＴＥＬ
０４５
‐

２
１
２
１

３
１
７
９
）
、

ま
た
は
小
川
政
則

（阻
０４５
‐
ウ

４
２
１

２
２
５
３
）
ま
で

●
食
文
化
を
薬
し
む
会

と
　
き
　
‐２
月
４
日
閑

１１
時
１
１５
時
３０
分

と
こ
ろ
　
横
浜
市
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

（桜
木
町
駅
前
）

テ
ー
マ
　
冬
を
健
や
か
に
―
風
邪
予

防
の
薬
膳
料
理

講
　
師
　
上
野
多
恵
子
会
員

〈
〓
　
費

　
一
、
八
〇
〇
円

申
し
込
み
は
菜
書
で
事
務
局
ま
で
御

連
絡
下
さ
い
。
（電
話
の
場
合
は
火
曜

日
）

島
田
多
嘉
子

実
り
な
き
稲
穂
が
そ
よ
ぐ
寒
き
夏

百
歳

の
母
薄
化
粧
敬
老
会

白
石
　
為
康

園
児
去
る
蝉
の
鳴
き
声
高
く
な
り

よ
り
そ

っ
て
ぬ

っ
と
伸
び
て
る
彼
岸
花

横
川
美
代
子

ま

ん
じ

め
し

や
げ

休
耕
田
員
珠
沙
華
赤
く
敦
き

つ
め
て

満
月
を
支
え
火
星
の
き
ら
め
き
ぬ

新
井
　
白
象

憂
き
こ
と
の
数
ほ
ど
手
折
り
曼
珠
沙
華

長
き
夜
や
古
利

襖

の
虎
と
り
て

塚
本
　
正
隆

彙
珠
沙
華
季
節
忘
れ
ず
訪

い
き
た
り

秋
の
径
森
林
浴
の
足
ど
り
に

鈴
木
志
げ
子

少
年

の
夏
帽
か
ぶ
り
目
の
涼
し

な
が
な
が
と
猫
の
寝
そ
べ
る
夕
残
暑

祈
る
こ
と
の
み
に
終
り
て
原
爆
忌

盛
り
上
る
雲
に
祈
ら
ん
原
爆
忌

泥
海
に
稗
あ
お
み
ど
ろ
休
耕
田

爽
や
か
や
撒
き
釘
に
寄
ら
ぬ
鳩
孤
高山

本

つ
ぼ
み

筆
塚
に
古
井
戸
蒼
し
曼
珠
沙
華

ほ
か
す

句
碑
ま
で
の
思
慕
の
歩
数
や
露
し
と
ど

こだ ま,卜壇 (9月作品)
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第

一
九
回
総
会
に
際
し
、
設
け
た

「相

続

・
遺
言
」
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
に
寄
せ
ら

れ
た
相
談
内
容
と
そ
の
回
答
内
容
に
つ
い

て
、
他
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
参
考
に
な

る
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
紹

介
し
ま
す

（人
名

・
住
所
等
は
す
べ
て
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
す
）

▼
相
談
内
容

（要
約
）

▼
回
　
答

法
定
相
続
人
と
相
続
分

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
、
相
続
が

開
始
さ
れ
る
と
、
そ
の
相
続
人
に
所
有
権

が
移
転
し
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
妻

で
あ
る
大
山
麗
子
さ
ん
と
長
女
小
川
真
澄

さ
ん
が
、
法
定
相
続
分
に
し
た
が

っ
て
土

地
と
建
物
を
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の

一
ず

つ
所

有
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

相
続
手
続
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
不
動

産
の
名
義
は
依
然
と
し
て
大
山
隆
の
ま
ま

で
す
。
不
動
産
の
名
義
を
変
え
る
に
は
相

続
登
記
の
手
続
が
必
要
で
す
。

遺
産
分
割
協
議
書

こ
の
相
談
事
例
は
、
法
定
相
続
分
通
り

に
相
続
す
る
の
で
は
な
く
、
一
一人
い
る
相
続

人
の
う
ち
、
配
偶
者
で
あ
る
大
山
麗
子
さ
ん

が
す
べ
て
の
財
産
を
相
続
す
る
の
で
す
か

ら
、
麗
子
さ
ん
と
も
う

一
人
の
相
続
人
で

あ
る
小
川
真
澄
さ
ん
と
の
合
意
書
が
必
要

で
す
。
そ
れ
が
遺
産
分
割
協
議
書
で
す
。

◆
遺
産
分
割
協
議
書
の
例

遺
産
分
割
協
議
書

被
相
続
人
大
山
隆

（本
籍
地

・
横
浜

市
中
区
港
町
十
三
番
地
）
が
平
成
壱
○

年
壱
○
月
弐
○
日
に
死
亡
し
た
の
で
、

そ
の
相
続
人
大
山
麗
子
及
び
小
川
真
澄

は
被
相
続
人
大
山
隆
の
遺
産
分
割
に
つ

い
て
協
議
し
、
次
の
通
り
分
割
す
る
こ

と
に
合
意
し
た
。

一　

相
続
人
大
山
麗
子
は
次
の
遺
産
を

相
続
す
る
。

（
一
）
所
在
　
横
浜
市
中
区
港
町

地
番
　
士軍
二
番

地
目
　
宅
地

地
種
　
弐
○
○

・
壱
○

平
方
メ
ー
ト
ル

一

（二
）
所
在
　
横
浜
市
中
区
港
町

家
屋
番
号
　
士軍
二
番

種
類
　
居
宅

構
造
　
計
量
鉄
骨
造
平
屋
建

床
面
積
　
士τ
階
壱
〇
五

・
○

平
方
メ
ー
ト
ル

一
一　
本
協
議
書
に
定
め
の
な
い
遺
産
並

び
に
後
日
判
明
し
た
遺
産
に
つ
い
て

も
、
相
続
人
大
山
麗
子
が
相
続
す
る
。

右
協
議
の
成
立
を
証
す
る
た
め
、
本

書
弐
通
を
作
成
し
、
各
自
署
名
捺
印

の
上
、
そ
の
壱
通
を
所
持
す
る
。

二
〇
〇
三
年
七
月

一
日

住
所
　
横
浜
市
中
区
港
町
壱
三
番
地

相
続
人
　
大
山
　
麗
子
　
印

住
所
　
横
浜
市
西
区
神
田
町
壱
番
地

相
続
人
　
小
川
　
真
澄
　
印

印
鑑
は
登
録
印
と
し
、
印
鑑
証
明
書
を

添
付
し
て
お
き
ま
す
。

こ
の
例
で
は
、
被
相
続
人
の
す
べ
て
の

財
産
を

一
人
の
相
続
人
が
相
続
す
る
の
で

す
か
ら
、

「
一　

相
続
人
大
山
麗
子
が
被
相
続
人
の

す
べ
て
の
遺
産
を
相
続
す
る
」

と
い
う
簡
単
な
記
述
で
も
よ
い
の
で
す

が
、
所
有
権
移
転
登
記
を
す
る
場
合
に
、

法
務
局

（支
局
、
出
張
所
）
で
、

「遺
産
分
割
協
議
書

に
所
有
権

の
移
転
登

記
を
す
る
物
件
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
」

）

と
言
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
所
で
、
書
き
直
す
の
は
大
変
で
す
か
ら
、

最
初
か
ら
こ
の
例
の
よ
う
に
不
動
産
を
表

示
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

相
続
証
明
書

相
続
登
記
に
は
、
相
続
証
明
書
と
住
所

証
明
書
が
添
付
書
類
と
し
て
必
要
で
す
。

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
書
類
で
す
。

①
相
続
人

（大
山
隆
）
の
死
亡
時
の
除
籍

謄
本
の
ほ
か
、
被
相
続
人
の
十
二
歳
頃
か

ら
の
除
籍
謄
本
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
婚
前
に
子
供

（相
続
人
）
が
い
な
か

っ

た
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
で
す
。

②
相
続
人
全
員

（大
山
麗
子
、
小
川
真
澄
）

の
戸
籍
謄
本
と
住
民
票
が
必
要
で
す
。

③
固
定
資
産
税
の
評
価
証
明
書
、
登
録
免

許
税

（登
記
申
請
書
に
収
入
印
紙
を
貼
り
、

納
付
す
る
。
）
の
計
算
に
必
要
で
す
。

実
際
に
登
記
申
請
を
す
る
に
は
、
こ
の

ほ
か
に
も
、
「登
記
申
請
書
」
そ
の
他

の

書
類
を
作
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ス

ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
、
す
べ
て
を
詳
述

す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要

な
場
合
に
は
個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
後
段
の
相
続
登
記
手
続
に
は
期

限
が
あ
る
か
、
と
い
う
お
尋
ね
で
す
が
、

期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
時
間
が

経
過
す
る
と
、
相
続
人
に
異
動
を
生
ず
る

場
合
が
あ
り
、
そ
う
な
る
と
、
相
続
手
続

が
複
雑
に
な
る
の
で
、
早
く
手
続
を
し
た

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
　

　

（生
方
武
羅
夫
）

五
年
前
、
夫

（大
山
隆
）
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
夫
名
義

の
土
地
と
建
物
が

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
、
相
続
手
続
を
し

て
い
ま
せ
ん
。
相
続
人
は
私

（大
山
麗

子
）
と
長
女

（小
川
真
澄
、
小
川
恭
治

と
結
婚
し
て
い
る
。
）
で
す
が
、
私
個

人
の
名
義
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
女
も
同
意
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
、

ど
ん
な
手
続
を
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

ま
た
、
相
続
手
続
に
は
期
限
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
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時
間
が
か
か
る

介
護
申
請
か
ら
認
定
ま
で

昨
年

の
１１
月
に
、
体
の
調
子
が
ど
う
も

お
か
し
い
と
言

っ
て
、
検
査
入
院
を
し
た

母
、
結
果
は
す

い
臓
が
ん
、
も
う
二
ヶ
月

の
命
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
で
の
治
療
は
な
い
と
の
事
で
、
わ

ず
か
五
日
間
で
退
院
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
と
は
自
宅
で
の
介
護
に
な
る
た
め
、

戸
塚
生
協
病
院
で
手
続
は
全
部
し
て
く
れ

ま
し
た
。

退
院
し
て
２
１
３
日
ほ
ど
で
、
ベ
ッ
ト

が
届
き
、
訪
問
看
護
師
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

た
ち
も
す
ぐ
来
て
く
れ
て
そ
の
手
際
の
良

さ
に
は
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
し
か
し

横
浜
市
か
ら
介
護
認
定
の
方
が
、
自
宅
に
、

来
た
の
は
約
２
１
３
週
間
ぐ
ら
い
し
て
か

ら
で
し
た
。
母
の
状
況
を
見
て
介
護
度
４

と
認
定
が
下
り
た
の
は
、
母
が
死
亡
す
る

前
日
で
し
た
。

普
通
の
病
院
で
は
、
介
護
の
手
続
は
し

て
ま
せ
ん
。
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
も
し

て
く
れ
な
い
よ
う
で
す
。
手
続
に
手
間
暇

か
か
る
の
で
、
認
定
が
下
り
る
の
が
お
く

れ
介
護
を
受
け
る
事
が
出
来
ず
に
、
な
く

な
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
掛
金
だ
け
支
払

っ
て
、
介
護
な
し

の
言
葉
ど
お
り
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
の
場
合
認
定
が
下
り
る
前
に
、
介
護

を
先
行
さ
せ
た
為
、
助
か
り
ま
し
た
ｃ

（白
井
り
つ
子
）

‥
せ

も

ぐ

も

句
集畦
も
ぐ
ら
―
い
ま
農
の
周
辺

小
川
水
草
作

抑

・
５
　
／
本
の
泉
社
刊

（泉
新
書
　
ワ
こ

定
価
九
五
二
円
十
税

相
模
原
市
に
住
ん
で
い
る
著
者
は
、
長

野
県
内
の
農
家
生
ま
れ
。
大
学
を
出
た
後
、

神
奈
川
県
な
ど
の
営
農
関
係
の
研
究
普
及

に
た
ず
さ
わ

っ
て
き
た
。

俳
句
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
１
９
９

７
年
４
月
、
勤
め
が
非
常
勤
に
な

っ
た
６４

歳
の
と
き
か
ら
。

「農

へ
の
思

い
」
を
多
く
の
人
に
知

っ

て
も
ら
う
た
め
、

（中
略
）初
句
集
と
し
て

６
２
０
句
を
収
録
し
た
。

『畦
も
ぐ
ら
』

の
表
題
は
、
１
９
９
９

年
の

「棚
田
捨

つ
達
者
で
生
き
よ
畦
も
ぐ

ら
」
（春
）
か
ら
取

っ
た
。

厳
し
い
農
業
の
現
実
と
、
そ
れ
に
あ
え

ぐ
農
家
の
声
を
衿

い
あ
げ
て
作
句
す
る
、

「
記
録
的
な
点
を
配
慮
し
た
か

っ
た
か
ら
」

と
書

い
て
い
る
。

い
の
ち
断
ち
足
跡
の
な
き
雪
牛
舎

（欠
、、
９８
生
↓

会
議
み
な
老
斑
の
顔
秋
日
射
（秋
、
００
年
）

（２
０
０
３
・
８
・
１９
朝
Ｈ
／
神
奈
川
版
）

本
名

・
政
則
さ
ん
は
こ
だ
ま
会
の
会
貝

で

「
こ
だ
ま
句
会
」
の
世
話
人
を
し
て
下

さ

っ
て
い
ま
す
。

句
集

山
茶
花

　

須
藤
伸
成
作

側

・
８
／
紋
俳
句
会
刊

（紋
俳
句
会
叢
書
　
①
）

私
家
裂
版

平
成
六
年

一
月
小
四
原
市
主
催
の

「生

が
い
趣
味
俳
句
講
座
」
を
夫
妻
で
受
講
し

た
の
が
作
者
の
俳
句
生
活
の
起
点
で
す
。

こ
の
頃
既
に
脊
髄
を
犯
す
病

「脊
髄
動
脈

奇
形
」
に
か
か

っ
て
お
り
、
句
作
と
聞
病

が
平
行
し
て
進
ん
だ
の
で
し
た
。

杖

つ
か
ず
歩
け
と
言
は
れ
日
脚
伸
ぶ

現
在
は
車
椅
子
の
生
活

で
、
「何
時

の

間
に
か
俳
句
が
心
の
糧
と
な
り
私
の
毎
日

の
生
き
る
支
え

（あ
と
が
き
ま

と
し
て

の
日
々
で
す
。

こ
だ
ま
会
句
会
の
会
員
で
も
あ
る
著
者

の
四
〇

一
句
は
、
こ
の
九
年
間
の

一
区
切

り
の
足
跡
で
す
。

山
茶
花
に
鳥
入
れ
替
る

い
わ
し
雲
眺
め
て
心
広
が
れ
り

こ
の
本
を
入
手
し
た
い
方
は
、
作
者
に

ご
連
絡
下
さ
い
。
お
分
け
で
き
る
そ
う
で

す
。
阻
０
４
６
５
１

４３
‐

０
０
６
８
（木
村
）

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

自
治
労
連
県
退
職
者
会
の
催
し

手
づ
く
り
文
化
祭

県
内
の
自
治
体
退
職
者
会
が
運

帯
し
、
活
動
を
進
め
て
い
る
本
会

は
、
恒
例
の
手
作
り
文
化
祭
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

と
　
き
　
１１
月
２９
日
働‐０
２
‐６
時

と
こ
ろ
　
横
浜
市
従
会
館

ノ
ド
自
慢
、
腕
自
慢

の
出
演
、

出
品
や
心
暖
ま
る
バ
ザ
ー
の
物
品

提
供
な
ど
ご
協
力
下
さ
い
。

振

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
申
込

み
は
こ
だ
ま
会
事
務
局
ま
で
。

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

読
む
霊

O②

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
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年
金
改
悪
を
許
さ
な
い

一

大
運
動
を
ｒ

一

今
年
四
月
か
ら
年
金

の
支
給
額
が
○

・

九
％
引
き
下
げ
ら
れ
、
保
険
料
徴
収
に
総

報
酬
制
が
導
入
さ
れ
、
年
金
受
給
者
、
現

役
労
働
者
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

こ
の
負
担
増
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
厚
生
労
働
省
は
二
〇
〇
四
年
に
年
金

制
度
の
大
改
悪
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

改
悪
案

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
保
険
料
の
引
き
上
げ

（現
行

一
三

・
五

人
％
を
二
〇
％
に
）

②
給
付
額
の
引
下
げ

（現
役
平
均
報
酬
の

五
九
％
を
五
二
％
に
）

③
年
金
受
給
者

の
年
金
額

の
引
き
下
げ

（
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
導
入
）

④
年
金
の
支
え
手
拡
大
と
称
し
て
年
収
六

五
万
円
以
上
の
パ
ー
ト
な
ど
短
時
間
労

働
者

へ
の
適
用
拡
大
で
す
。

２００
年

の
年
金
制
度
改
悪
を

許
さ
な
い
神
奈
川
県
連
絡
会
結
成
ｒｒ

こ
の
よ
う
な
改
悪
は
絶
対
阻
止
し
よ
う

と
全
国
に
先
が
け
て
九
月

一
三
日
□
、
横

浜
の
建
設
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

「
二
〇
〇
四

年
の
年
金
制
度
改
悪
を
許
さ
な
い
神
奈
川

県
連
絡
会
」
が
結
成
さ
れ
、　
一
〇
〇
万
署

名

や
地
方
自
治
体

へ
の
要
請
行
動
、
中

央

・
地
方
で
の
決
起
集
会

の
と
り
く
み
な

ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
だ
ま
会
か
ら

も
加
藤
事
務
局
長
ほ
か
４
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

私
た
ち
も
署
名
の
と
り
く
み
や
行
動

ヘ

の
参
加
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
協
力
し
て

し
工官
音
ｒ
し
ょ

つヽ
。

自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会

総
会
開
か
れ
る
ｒ

私
た
ち
こ
だ
ま
会
も
加
入
し
て
い
る
連

絡
会
の
第
六
回
総
会
が
、
八
月
二
四
日
０

午
後

一
時
三
〇
分
か
ら
高
知
市
の
高
知
城

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
前
段
で
、
自
治
労
連
企
画
調
査

局
次
長
の
松
本
利
寛
氏
か
ら

「小
泉
構
造

改
革
と
地
方
自
治
制
度
の
変
質
」
と
題
し

て

″
い
ま
、自
治
体
は
か
た
ち
も
中
身
も
、

根
本
か
ら
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、

そ
の
内
容
は
市
町
村
合
併
・規
制
緩
和
・市

場
化
・構
造
改
革
「特
区
」
、
地
方
独
立
行
政

法
人
法
、公
務
員
制
度
改
革
、労
働
法
制
改

悪
な
ど
が
柱
と
な

っ
て
い
る
〃
と
整
理
さ

れ
た
資
料
に
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
議
事
は
議
長
に
都
職
労
退
職
者
協

議
会
の
浅
海
会
長
を
選
出
し
、
活
動
報

告

・
決
算
報
告
、
活
動
方
針

・
予
算

（案
）

を

一
括
審
議
し
、
い
ず
れ
も
提
案
ど
お
り

）

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

方
針
提
案

の
中
で
川
上
副
会
長
は
二
〇

〇
四
年
に
実
施
予
定

の
年
金
改
悪
を
許
さ

な

い
と
り
く
み
の
重
要
性
を
詳
細
な
資
料

に
基
ミつ
き
説
明
さ
れ
、
運
動
を
早
急
に
拡

げ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
は
四
国
と
い
う
点
も
あ

っ

て
参
加
者
は
四
五
名
ほ
ど
で
し
た
が
、
は

じ
め
て
愛
城
の
今
治
市
職
労
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、
連
絡
会
の
拡
が
り
が
実
感
で
き

ま
し
た
。

な
お
、
来
年

の
総
会
は
八
月
二
二
日
側
、

滋
賀
県
の
大
津
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（加
藤
）

ｏ
こ
だ
ま
会
で
パ
ソ
コ
ン
を
買

い
ま
し
た
。

９
月
２６
日
、
上
大
同
の
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ

で
。
ポ
イ

ン
ト
割
引
き

が

１３
％
ぐ
ら

い

ぁ

っ
て
、
２５
万
円
が
２３
万
円
弱
に
な
る
と

い
う
の
で
こ
の
辺
で
決
め
ま
し
た
。

ｏ
こ
れ
で
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
事
務
処
理
も

一
歩
前
進
、
次
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続

が
課
題
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
宋
山
）

・
米
山
さ
ん
ち
の
パ
ソ
コ
ン
、
長

い
問
の

活
躍
に
感
謝
々
々
、
あ
り
が
と
う
。

・
何
事
も
経
験
と
ば
か
り
に
介
護
保
険
の

認
定

の
申
請
を
し
ま
し
た
。
配
食
サ
ー
ビ

ス
の

一
食
９００
円
が
５００
円

（補
助
に
よ
る
）

に
な
る
か
も
？

●
９
月
、
満
月
の
夜
空
に
輝
く
火
星
が
美

し
か

っ
た
。
月
か
ら

一
滴
、
な
に
か
が
こ

ぼ
れ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

・
天
候
不
順

の
年

で
す
ね
。
寒
さ
に
向

か

っ
て
健
康
第

一
に
過
し
ま
し
ょ
う
。（木

村
）

キ
rヨ亡ヨ=~‐ヨ'こヨヒ

粛
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